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「
温
泉
総
選
挙
美
肌
部
門
」　
秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯

　

全
国
の
温
泉
地
が
名

乗
り
を
上
げ
る
「
温
泉

総
選
挙
２
０
２
4
」
で
、

あ
き
る
野
市
の
秋
川
渓

谷
瀬
音
の
湯
が
「
美
肌

部
門
」
に
エ
ン
ト
リ
ー
。

２
０
１
９
、
20
、
22
年
の

3
回
、
同
部
門
で
1
位
に

輝
い
て
お
り
、
昨
年
は
2

位
。
今
年
は
1
位
を
奪
還

を
目
指
す
。

　

美
肌
部
門
は
、
美
肌
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
温

泉
が
対
象
。
福
井
県
の
あ

わ
ら
温
泉
、
北
海
道
の
ぬ

か
び
ら
源
泉
郷
な
ど
が
エ

ン
ト
リ
し
て
い
る
。

　

秋
川
渓
谷
瀬
音
の
湯

は
、
指
折
り
の
ア
ル
カ
リ

性
泉
質
が
自
慢
。
や
や
ぬ

め
り
が
あ
り
、
美
肌
効
果

が
見
込
め
る
そ
う
。
女
性

客
を
中
心
に
支
持
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
四
季
折
々

の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、

露
天
風
呂
や
内
風
呂
を
楽

し
め
る
た
め
、
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
て
い
る
。

　

8
月
9
日
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
全
国
各
地
の

温
泉
地
で
投
票
が
始
ま
り

今
は
折
り
返
し
地
点
。
9

月
18
日
現
在
は
１
位
。
同

湯
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は

「
1
位
奪
還
に
向
け
熱
い

思
い
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
」
と
投
票
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

　

温
泉
総
選
挙
は

２
０
１
６
年
か
ら
実
施
。

温
泉
や
旅
行
に
関
わ
る
人

た
ち
に
よ
る
「
旅
し
て
日

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
主

催
で
、
環
境
省
な
ど
５
省

庁
が
後
援
し
て
い
る
。
絶

景
部
門
や
名
湯
・
秘
湯
部

門
な
ど
8
部
門
で
競
っ
て

い
る
。
投
票
は
11
月
1
日

ま
で
。

秋川渓谷瀬音の湯は指折り
のアルカリ性泉質が自慢

1
位
奪
還
に
向
け
　
応
援
を
よ
ろ
し
く

　

病
気
に
よ
っ
て
目
が
不

自
由
に
な
る
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ッ
プ
を
背
負
い
な
が

ら
、
ボ
サ
ノ
バ
や
ジ
ャ
ズ

の
演
奏
活
動
に
取
り
組
む

富
山
市
出
身
の
歌
手
、
田

代
つ
か
さ
さ
ん
が
10
月
19

日
、
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
気

ま
ぐ
れ
カ
フ
ェ
（
羽
村
市

羽
西
、
０
４
２
‐
５
７
９

‐
７
８
７
８
）
で
「
Ｒ
ｉ

ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｅ
ｄ　

Ｂ
ｏ

ｓ
ｓ
ａ　

Ｎ
ｏ
ｖ
ａ
」
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

　

田
代
さ
ん
は
、
ボ
サ
ノ

ヴ
ァ
を
中
心
に
ジ
ャ
ズ
、

ポ
ッ
プ
ス
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
ど
多
彩
な
楽
曲
を
弾
き

語
り
で
演
奏
し
て
い
る
。

　

当
日
は
遊
歩
堂
フ
レ
ン

ズ
が
共
演
。
ア
ン
ニ
ュ
イ

で
優
し
い
爽
や
か
な
歌
声

を
聞
く
人
の
心
に
届
け

る
。

　

同
カ
フ
ェ
を
営
む
イ
チ

ロ
ー
さ
ん
は
「
人
生
初
の

推
し
活
。
そ
し
て
き
ま
ぐ

れ
カ
フ
ェ
・
ラ
イ
ブ
第
１

弾
と
な
る
も
の
。
多
く
の

人
に
田
代
さ
ん
の
音
楽
を

聞
い
て
ほ
し
い
」
と
来
場

を
呼
び
か
け
る
。

 

14
時
開
場
、
15
時
開
演
。

チ
ケ
ッ
ト
は
２
０
０
０
円

（
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
ワ
ン
オ

ー
ダ
ー
以
上
必
要
）。
申

し
込
み
は
同
カ
フ
ェ
店

頭
、
電
話
で
受
け
付
け
る

ほ
か
、
遊
歩
堂
珈
琲
（
小

平
市
小
川
町
）で
も
扱
う
。

リバーサイドで
ボサノヴァを
きまぐれカフェ・ライブ第一弾

　

御
岳
登
山
鉄
道
（
青
梅

市
御
岳
、
０
４
２
８
‐

７
８
‐
８
１
１
１
）
が
10

月
29
日
、「
武
蔵
御
嶽
神

社
神
主
の
講
話
と
川
合
玉

堂
と
ゆ
か
り
の
あ
る
方 

が
解
説
す
る
玉
堂
美
術
館

鑑
賞
ツ
ア
ー
」
を
開
催
す

る
。
御
岳
山
と
御
岳
渓
谷

の
2
つ
の
エ
リ
ア
で
芸
術

の
秋
を
楽
し
む
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、 

往
復
参

加
者
専
用
臨
時
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
に
乗
車
、
ガ
イ
ド
が

コ
ー
ス
行
程
を
案
内
、
神

主
の
金
井
格
さ
ん
に
よ
る

武
蔵
御
嶽
神
社
の
由
緒
あ

る
講
話
、「
御
岳
山
荘
」

で
宿
坊
料
理
を
味
わ
う
昼

食
、
玉
堂
美
術
館
で
川
合

玉
堂
の
血
縁
者
の
案
内
で

日
本
画
を
鑑
賞
す
る
と
い

う
特
別
な
も
の
を
用
意
し

た
。

　

当
日
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

滝
本
駅
に
8
時
50
分
に
集

合
。
御
岳
山
御
師
集
落
内

を
解
説
付
き
で
散
策
し
、

神
主
の
金
井
格
氏
の
講
話

を
聞
く
。
昼
食
後
、
下
山

し
、
玉
堂
美
術
館
着
で
館

内
解
説
を
聞
き
、
自
由
鑑

賞
。
15
時
30
分
ご
ろ
解
散

す
る
。

　

参
加
費
は
８
０
０
０

円
。
募
集
人
数
は
20
人
程

度
。
参
加
は
メ
ー
ル
で
事

前
申
し
込
み
が
必
要
。
10

月
7
日
締
め
切
り
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）。

神主の講話と玉堂の特別解説

厳かに佇む武蔵御嶽神社

御
岳
登
山
鉄
道
が
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

合
。
多
摩
川
に
架
か
る
奥

多
摩
橋
を
渡
り
不
動
明

王
、
愛
宕
神
社
、
一
の
滝

＝
写
真
＝
、
即
清
寺
、
吉

川
英
治
記
念
館
を
巡
る
。

歩
行
距
離
は
４
㌔
ほ
ど
。

12
時
30
分
頃
解
散
す
る
。

　

中
で
も
一
の
滝
は
高
さ

10
㍍
だ
が
、
２
０
２
２
年

に
市
が
歩
道
を
整
備
し
、

徐
々
に
癒
や
し
の
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

参
加
費
は
１
０
０
０
円

（
ガ
イ
ド
料
・
入
館
料
・

保
険
料
含
む
）、
雨
具
持

参
、動
き
や
す
い
服
装
で
。

申
し
込
み
は
９
月
18
日
か

ら
同
記
念
館
で
電
話
で
受

け
付
け
る
。

　

幾
代
会
は
、
植
物
観
察

を
通
し
て
自
然
に 

親
し

み
、
地
域
の
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
ほ
か
、
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
も
実
施
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。

２
０
０
７
年
に
梅
の
公
園

の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
有
志 

3
人
で
立
ち
上

げ
た
。

　

青
梅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
幾
代
会
と
吉
川
英
治

記
念
館
（
青
梅
市
柚
木
町

１
、０
４
２
８
‐
７
４
‐

９
４
７
７
）
が
共
催
す
る

「
吉
川
英
治
が
愛
し
た
吉

野
梅
郷
を
め
ぐ
る
」
ツ
ア

ー
が
10
月
12
日
と
14
日
に

あ
る
。
文
豪
吉
川
英
治
が

過
ご
し
た
吉
野
梅
郷
を
散

策
す
る
。
各
日
定
員
30
人

で
参
加
者
を
募
る
。

　

Ｊ
Ｒ
青
梅
線
二
俣
尾
駅

南
口
に
９
時
30
分
に
集

「
吉
川
英
治
が
愛
し
た
吉
野
梅
郷
を
め
ぐ
る
」
ツ
ア
ー

10 月 12 日と 14 日　参加者募集
  幾代会と吉川英治記念館共催

知る人ぞ知る一の滝も

も
っ
と
米
粉
に
親
し
ん
で
　
五
日
市
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
に
米
粉
ブ
ー
ス
新
設

し
た
。

　

米
粉
の
活
用
を
後
押
し

す
る
東
京
都
が
２
０
２
２

年
か
ら
展
開
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
米
粉
パ
ン
を

食
べ
よ
う
！
」
と
連
動
し

た
も
の
で
、
期
間
中
、
さ

ま
ざ
ま
な
米
粉
商
品
を
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
で
販
売

す
る
。

　

米
不
足
な
ど
で
価
格
が

上
昇
し
て
い
る
が
、
企
業

や
自
治
体
は
米
消
費
が
進

む
レ
シ
ピ
を
開
発
し
て
情

報
発
信
し
た
り
、
米
粉
パ

ン
な
ど
の
商
品
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
り
し
て
い
る
。

米
を
積
極
的
に
楽
し
む

　

Ｊ
Ａ
あ
き
が
わ
五
日

市
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
（
あ
き
る
野
市
高

尾
、
０
４
２
‐
５
９
６
‐

１
２
８
０
）
が
9
月
3

日
、
米
粉
ブ
ー
ス
を
新
設

「
米こ

め
か
つ活
」
が
、
官
民
の
間

で
広
が
っ
て
い
る
。

　

米
粉
ブ
ー
ス
は
食
品
売

り
場
の
棚
に
設
け
、
米
粉

の
カ
レ
ー
ル
ー
、
米
粉
の

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
米
粉
の

か
ら
揚
げ
粉
、
白
玉
粉
な

ど
の
新
商
品
も
含
め
10
種

類
ほ
ど
を
並
べ
る
。

　

市
倉
俊
哉
セ
ン
タ
ー
長

は
「
小
麦
粉
が
高
騰
す
る

中
、
米
粉
を
見
直
す
動
き

が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
米

粉
商
品
を
知
っ
て
も
ら

い
、
親
し
む
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
え
た
ら
」
と
呼

び
か
け
る
。

　

営
業
時
間
は
9
時
～
17

時
。
11
月
30
日
ま
で
。

「ＴＯＫＹＯ ＪＡＰＡＮ米粉
パンを食べよう！」と連動


